ネット時代の著作権

著作権と著作権法の基礎知識

インターネット上では、他人が創作した文章やイラスト、写真や音楽、動画など、さまざまな著作物に容易に触れられる。それらをコピーすることも至って簡単だ。情報を収集するにはとても便利だが、果たして、それらを自由にコピーしたり、転載したりしてもよいのだろうか。
答えはノーだ。著作物には、それを創作した人の権利を保護する「著作権」がある。他人の著作物を無断でコピーし、配布するなどの行為は、著作権の侵害となる（図）。
著作権に対する意識や知識が不足していると、違法な行為につながりかねない。代表的なのが、企画書やレポート、プレゼン資料や論文などの文書作成時。下調べのために、ネットの検索サイトで関連するWebページを探し、その内容を参考にすることはよくあるだろう。
ただ、いくら役に立つページがあったとしても、その内容を無断でコピーしてそのまま自分のものにしてはならない。Webページ作者の著作権を侵害することになるからだ。
自分がネットに何かを書き込む際にも注意が必要だ。気に入っている歌謡曲の歌詞を皆に知らせたくて、自分のブログに丸ごと掲載する──。これも、無断で行うと立派な著作権侵害だ。歌詞は他人の著作物であり、それを勝手に利用したことになる。もちろん、歌謡曲の音楽データそのものをネット上で公開することも違法行為となる。
このように、パソコンやインターネットの利用者にとって、著作権はとても身近な存在だ。著作権や著作権法についての正しい知識がないと、知らない間に犯罪者となりかねない。
そもそも著作物とは何か
著作権を理解する上で、まず押さえておきたいのが、そもそも著作権が発生する「著作物」とはどんなものか、という点だ。著作権法は、著作物を「思想または感情を創作的に表現したものであつて、文芸、学術、美術または音楽の範囲に属するもの」としている。小説や絵画、映画、音楽、舞踊などに加え、学術的な図面やプログラムなども著作物の一種である（図）。
一方、思想や感情を表現したものでない単なるデータ、他人の作品の単純な模倣作品、アイデア、芸術的な要素を含まない工業製品などは、著作物には当たらない。こうしたものは、基本的に許可を得ずとも利用できる。ただし工業製品などは、そのデザインを保護する意匠法や不正競争防止法など著作権法とは別の法律で保護されている場合があり、勝手にコピーすることが許されないケースもある。
では、著作権を持つ「著作者」とはどんな人を指すのだろう。画家や作家といった専門家を思い浮かべがちだが、実際は、著作物を創作した人なら誰でも著作者だ（図）。著作権を得るための申請や登録は不要で、創作した時点で著作権は自動的に発生し、原則として著作者の生存中および死後50年間は保護される。
一口に著作権と言っても、実態は、さまざまな権利の集合体だ。まず、人格的な利益を保護する著作者人格権と、財産的な利益を保護する著作財産権の大きく2つがある。前者は、著作物を公表するかどうかを決める権利（公表権）、氏名をどのように表示させるかを決める権利（氏名表示権）などから成る。後者は、コピーする権利（複製権）、広く送信／伝達する権利（公衆送信権／口述権）などを含む。
これとは別に、著作隣接権と呼ばれる権利も存在する。演奏家や放送事業者など、著作物を伝達する人の権利だ。放送権や録音／録画権などが認められている。
許可なく使える場合もある
このように、著作権には、著作物を利用するための多くの権利が含まれる。逆に言えば、他人の著作物を勝手に利用すると、著作権の侵害になる。利用する際には、基本的には著作者の許可を得ることが必要だ。
ただし、許可が必要ない場合もある。まず、憲法や法令、国などによる告示などは自由に活用できる。これらは著作権法で、著作物ではあるが著作権を持たないものとされているためだ。
著作物の保護期間が終わっている、いわゆる“著作権切れ”の著作物も、自由に利用できる。著作者の死後50年以上（映画の場合は、公表後70年以上）経過している作品だ。ちなみに海外には、異なる保護期間を設けている国もある。例えば米国は、法人の著作物は公表後95年、個人の著作物は死後70年。1928年に公開された映画版「ミッキーマウス」の著作権がいまだに保護されているのはこのためだ。
著作権の保護期間内であっても、許可が不要なケースもある。一つは、著作権法で認められた目的で利用する場合。自分や家族内だけで使うためにコピーする「私的使用のための複製」に該当する場合や、出典を明記して一部だけを転記する「引用」などが代表例だ。また、学校の授業の過程で著作物を複製する行為も、認められている。
そのほか、著作者自身が自由な利用を認めている場合がある。いわゆる「フリー素材」のように、複製や改変を許可して著作物を公開しているWebサイトは、インターネット上に多い。
特定の条件を示した上で、著作物の利用を認めると宣言しているケースもある。そのための仕組みの代表が、非営利組織として国際的に活動するクリエイティブ・コモンズが用意する「クリエイティブ・コモンズ・ライセンス」。営利目的で使わない、元の作品を改変しない、などの任意の条件を著作者が宣言した上で、著作物を公開できる。
とはいえ、こうしたルールは将来にわたって変わらないというわけではない。著作権法そのものが、時代に応じて改正され続けているからだ。著作権法に限らず、法律は常に変化している。昨日まで著作権侵害には当たらなかったことが、法改正によって今日から違法行為になる、といったこともあり得る。
法律は改正されていく
例えば2016年4月、国会で「著作権法の一部を改正する法律案」が可決・成立した。電子書籍に対する出版権の整備などが盛り込まれ、一部を除いて2017年1月1日から施行されている。
2012年10月1日に施行された改正著作権法では、もともと有償で販売されている音楽や動画がインターネット上で違法に配信されている場合、違法と知った上でこれをダウンロードする行為に対して、罰則を設ける規定が盛り込まれた。
違法に配信されているものと知りながら音楽や動画をダウンロードすることは、2010年1月1日に施行された改正著作権法で違法化されている。その際には罰則は設けられなかったが、2012年の改正で、有償作品については2年以下の懲役または200万円以下の罰金またはその両方が科されることとなった。たとえ私的使用のためのダウンロードだったとしても、罰則の対象となる。ただし、権利者による告訴がなければ起訴されない“親告罪”とされている。
2012年の法改正では、もう一つ押さえておきたいポイントがある。市販のDVDなどに施された暗号化技術を回避してコンテンツをコピーする行為も違法となったのだ。
これまでも、不正コピーを防ぐために施された「技術的保護手段」を回避したコピー行為は違法とされていた。デジタル放送の「ダビング10」などが、コピー制御信号を使った不正コピー防止技術（コピーコントロール技術）だ。一方で、「CSS」などの暗号化技術は、それまで著作権法の対象外だった。これらはデータの使用を制限する技術（アクセスコントロール技術）であり、コピーとは直接関係ないとされていたためだ。
だが2012年の法改正で、これも不正なコピーを防ぐための「技術的保護手段」と位置付けられ、規制の対象になった。これにより、いわゆるDVDリッピングソフトを使って暗号を解除し、コンテンツをコピーする行為が違法とされた。私的使用のためのコピーも違法となる。
このように、技術の進化や社会の状況に応じて、著作権法の内容も随時変わる。著作物の利用において疑問がある場合は、文化庁や各種団体などが公開する最新の資料を参考にするとよいだろう（表）。

「引用」と「私的複製」を理解する

「引用」や「私的複製」なら、他人の著作物を許可なく利用できる。いずれも身近な行為だが、果たして両者の意味するところを正確に理解しているだろうか。理解不足のまま著作物を利用すると、著作権を侵害してしまう可能性もある。基礎知識をきちんと身に付けよう。
パソコンを使ってレポートを書いたり、ネットに書き込みをしたりする際には、他人の著作物を利用することが少なくない。他人の著作物の利用には、基本的に著作者の許可が必要だ。ただし特定の目的で使用する場合は、著作権法上、著作者の許可なく利用できる。その代表例が、「引用」[footnoteRef:1]と「私的複製」[footnoteRef:2]だ。 [1:  引用：公表された著作物は、引用して利用することができる。この場合において、その引用は、公正な慣行に合致するものであり、かつ、報道、批評、研究その他の引用の目的上正当な範囲内で行なわれるものでなければならない。（第32条）]  [2:  私的使用のための複製：著作権の目的となっている著作物は、個人的に又は家庭内その他これに準ずる限られた範囲内において使用することを目的とするときは、（中略）その使用する者が複製することができる。（第30条）] 

最初に、「引用」を取り上げよう。他人のブログ記事を引用して感想を書く、他の研究者の論文を引用してレポートをまとめる、など、他人の著作物を引用している例は頻繁に見かける。ただし、中には“正当な引用”とは言い難いケースもある。引用には満たすべき条件があり、それを満たしていなければ、著作権侵害に該当しかねない。正しい引用の方法をきちんと身に付けておくことが大切だ。
正しい引用法を知ろう
まず重要なのが、引用の必然性。自分の著作物を成立させるために、引用が必要かどうかだ。例えば、引用を通じて自分の主張を証明したり、補足したりする場合がある。レポート中に登場する専門用語の定義を専門書から引用したり、ほかの人の主張を紹介・批評するためにその論文を引用したりするような場合は、正当な引用と言えるだろう。一方、自分の著作物とは無関係な文章を、優れているからという理由で利用するのは、必然性に欠ける。
次に、引用の分量。元の著作物のうち必要最小限にとどめなければならない。引用箇所は、カッコで囲むなどして明示する。そうしないと、どこからどこまでが他人の著作物かが判別しにくいためだ。さらに、出典を明記することも必要だ。
そして、主従の関係を守ること。あくまでも主は自分の著作物であり、引用部分はそれを補完するための従にすぎない。他人の記事を長々と引用した後に、自分の意見は数行程度、といった利用の方法では、主従が逆転しているといえる。
こうした条件を満たしていない場合は、正当な引用と見なされない可能性がある。引用のふりをした「無断転載」に該当しかねないので、注意が必要だ（図）。
例えば、他人のブログ記事を丸ごと全文コピーして、自分のブログ記事に貼り付ける行為。引用箇所は必要最小限、との条件に反する。
引用した著作物に、勝手に改変を加えるのも御法度。他人の著作物を勝手に編集する行為は、著作者人格権のうちの同一性保持権（著作物を勝手に改変されない権利）の侵害に当たる。引用箇所は正確に抜き出すことが重要だ。
なお、ネット上の記事を自分のブログで紹介したい場合は、見出しだけをコピーしてリンクを張る方法がお勧めだ。過去の判例（ヨミウリ・オンライン事件）により、見出しはコピーしても基本的に著作権侵害にはならないとされている。ただし、やり過ぎは著作権法とは別の法律で違法となる可能性がある。
画像の引用はOK？
画像についても、正当な引用であれば許可なく利用できる。ある写真家の作品を自分のWebサイトに掲載する場合を考えてみよう。
引用が許されるのは、自分の著作物にとってその作品が不可欠である場合。例えば、写真の構図や色合いなどを批評するようなケースだ。主従関係は適切でなければならない。


「私的複製」とは何か













































“自炊代行”は私的複製？

自炊代行


著作物を正しく上手に活用する

身の回りには、著作者の許可を得ずに使える著作物がたくさん存在する。こうしたものを上手に活用すれば、自らのレポートや論文の質を向上させられるだろう。本章では、自由に使える著作物の例を紹介しながら、それらを賢く利用するための方法を解説する。許可が必要な著作物を利用する際の申請方法も取り上げる。
自由に使えるものもある


著作権切れ

青空文庫

IMSLP

パブリックドメイン













































国の資料を活用しよう

法令データ提供システム

フリー素材

クリエイティブ・コモンズ・ライセンス

申請が必要な場合は？

日本音楽著作権協会

著作権契約書作成支援システム


CD/DVDの著作権

音楽や映画を記録するメディア（媒体）として広く使われているのがCD/DVDだ。友人から借りた音楽CDをコピーするなど、CD/DVDを複製する機会は少なくない。ただし、複製の方法や目的によっては著作権侵害になりかねない。第4章は、CD/DVDと著作権の関係を取り上げよう。

CD-R

デジタルならではの制約

私的録音録画補償金制度

ダビング10

コピー制限技術（DRM）

DVDリッピングは違法




























著作権侵害

CSS

リッピング









































再生する場合も許可が必要





インターネットと著作権

ブログの記事、SNS上の画像、投稿動画──。インターネットは、いわば著作物の宝庫。パソコンやスマートフォンを使えば、容易に著作物を入手したり公開したりできる。

Googleマップ

海賊版ダウンロードは違法




















































自由に公開できるケース

著作権侵害

オンラインストレージは？



